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213
フルデジタル位置計＃の特長

川口常昭，佐藤浩行，近藤正司，田中正敏，田口正俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　（日立メディコ）

　RC－15001／RC－26001にて採用したフル
デジタル位置計＃の特長にっいて特にRC－15001に

おける実験データを元に報告する。

　位置計＃回路のフルデジタル化は、位置計算回路による

変動要因をなくし安定した性能を発揮することを目的とし

ている。これを評価するために装置を稼働してからの長期

間にわたる均一性の変動、短時間での均一性の変動および

温度に対する均一性の変動等の実験結果を報告する。

　またPMTに起因する均一性の変動を補償するガンマチ

ューンの機能と効果、フルデジタルの特長を生かした位置

計＃回路のメンテナンス機能にっいて報告する。

214
　　　　　　フルデジタル型カメラ　GAMMA　VIEW

　－1　新規収集機能の開発

新井二三男，森田　聡，田中正敏，田口正俊，中村　隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　（日立メディコ）

　GAMMA　VIEW－1シリーズは、フルデジタル型
のシンチカメラで安定した高い基本性能をもっ。今回、収

集プログラムに種々機能を追加したので、その主な機能特

長を報告する。

（1）連続全身SPECT
（2）近接連続スポットホールポディ

（3）Static　＆　Dynamic同時収集
（4）心筋用Prone　SPECT
（5）2検出器間感度補正

215
近接連続スポットホールポディの開発

和田誠悦，新井二三男，大池正仁，田口正俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　（日立メディコ）

　日立G’AMMA　VIEWカメラシリーズで採用してい

る連続スポットホールポディ方式は、検出器のもつ各種歪

の影響のない、鮮明な全身のシンチグラムが原理的に得ら

れる．

　今回、更に分解能の良い酉像を得ることを目的とし、こ

の連続スポットホールボディに、新たに近接軌道機能を追

加したので、その特長について報告する．

216　　PET用13N一アンモニア自動合成システム

水野健一郎、楠元克徳、山崎茂樹、石田篤識、

張替一史（日本鋼管　量子機器エンジニアリング部）

　従来のアンモニアの合成は、「水」をターゲットとし

て160（p，α）13N反応で得られる13Nを硝酸イオン（13N－

NO3－）の化学形で取り出し、デバルダ合金や水酸化チ

タンといった還元剤で還元して13N一アンモニアを合成す

る方法がとられていた。これに対し、ターゲットボック

ス内で直接13N一アンモニアを合成する非常に簡単なシス

テムを開発した。

　本システムの主な特長は、一度セットすれば5回以上の

合成が、試薬や配管類の交換無しに続けて等張液の形態で

得られることである。さらに市販のディスポーザブル用

品で構成されているため、試薬類の調整の手間がかから

ない。

217　　　ボールエルザCYFRA　21－1キットの基礎的臨床

的検討

三浦　博、早川恵美、高瀬利浩、青木俊治、伊吹幸男

中島　孝、山畑尚美、風早康弘　（ンーア仁スダイ了グノスティック）

目的：サイトケラチンのサプファミリー（No．19）を特異的

に測定するIRMAキットが開発された。本キットの肺癌マ

ー カーとしての有用性にっいて検討した。基礎的検討：検

体量は100μ1，反応条件は4℃．静置20時間が最適であった。

測定感度は0．1ng／阻1以下、再現性（同時、日差、測定者間）

、添加回収及び希釈試験の結果は良好であった。臨床的検

討：健常者（n・113）の血清CYFRA21－1値の田ean＋2SDは

1．5ng／mlであった。特異度を高くするためにcut－off値を

2．Ongん1（mean＋3SD）とした場合、健常者の陽性率は0．8X

肺良性疾患（n・107）のそれは3．8％であった。また肺扁平上

皮癌（n・42）の陽性率は62Xと対照に用いたSCCの陽性率

（36X）よりも高い値を示した。

218　　1RMA法にょるPSA測定法の開発

　浅井　千紗，小池　道信，伊藤正雄，石橋嘉一郎

（栄研化学株式会社　研究開発本部）

　Prostate　specific　antigen　（PSA）はヒト前立腺組織から産

生される糖タンパク質で、血中ではα1一アンチキモトリプシンとの

複合体が総PSA量の約90％を占めている．その血中濃度の測定

は前立腺癌の病態の把握，治療経過の把握に有用であリ、最近では、

その測定が前立腺癌のスクリーニングテストとして注目されている．

　今回、我々はPSAの異なるエピトープを認識する種々のモノク

ローナル抗体を検討し、よリ複合体に反応性が強い2種の抗体を用

いて血中PSAの測定法を開発し，基礎的検討を行ったので報告す

る．

　本法はサンドイッチ法を測定原理としたラジオイムノアッセイで

ある．測定範囲はO．1～100ng／m1であリ、再現性．希釈

試験，添加回収試験はそれぞれ良好であった．また、二抗体法キッ

トおよび、2種のIRMAキットとの相関も良好な結果を示した．
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